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集団構造のモデル
一ソシオメトリーとグラフー

（昭和49年10月31日原稿受理）

平　　松　　　　　　闊
　　　人文教室（社会学担当）

は　　じ　　め　　に

　本稿の目的は，sociometric　testにもとつくデータにグラフ理論1）を適用することに

より，集団構造に関する1つのmode1を提示することにある。ある集団に対するsocio－

metric　testによる分析が，その集団の特性，とくにその構造の一側面を照しだすにすぎな

いこと，ましてや，その分析によって得られた結果を，ある実践的目的（たとえば，教育

的あるいは政治的目的）の資料として使うばあいの慎重な配慮の必要性，等についての議

論は他に譲り，ここではもっぱら，sociometric　testによるデータが与えられたばあい，

われわれは，ここから，いかにしてその集団の特性に関するより豊かな情報をひきだすこ

とができるかということに問題を集中する。本稿はデータとして，田中による，東京都K

小学校4年4組の学級集団に対するsociometric　testから得られた「集団構造マトリッ

クス」を使用する　（図1，図2）2）。このデータは一学期間をはさんで2時点でとられた

ものである。図1，図2では，CRS（選択排斥差引得点）は（C－R），　Isss（社会測定地

位指数）は〔去（漂＋m‘ヂ）・N；成員数4；選択排斥制暇〕として講されて

いる。この各subgroupは，　Isssを基準にして，相互選択により結ばれた諸個人より構

成されている。この「集団構造マトリックス」をもとにして，各時点における集団特性お

よび2時点にわたるその変化に関する田中による結論は，つぎのように要約できよう。

「下位集団の構成メンバーおよびその数がかなり変化し，とくに男女混合下位集団ができ，

……墲ｸか一学期ほどで，……男女の協力が期待できるようになった。……周辺児童の大

部分が入れ変ったし，問題の男児5の地位が上昇した。……孤立児童では男児6，2の二

名は翌年になってもやはりそのままである。……第一位下位集団の勢力は圧倒的となり，

下位集団のいずれも，これに牽引されているし，周辺児童や孤立児の多くが，これに魅力

をもつようになってきていることがわかる。しかし逆に，その成員の方からは排斥が出て

いる。…」3）（傍点は筆者による）。かくて，「みえない構造」は，総じて，ほんの短期間で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かなり変化し，発展している，と述べられている。集団の構造がかくもたやすく変化する

ものなのであろうか？

注

D　本稿に関係したグラフ理論の基礎的な概念およびその行列演算については，Harary，　F．，　Nor－

　man，　R．　Z．　and　Cartwright，　D．，　Structural　Models，　Wiley，1965，　pp．1－158．　Flament，

　C．，Applications　of　Graph　Theory　to　Group　Structure，　Prentice－Hall，1963，　pp．1－46，

　山本国雄訳「グラフ理論と社会構造」紀伊国屋書店，1974，1～58頁。拙稿『定向グラフと集団
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4　　　　　　　　　　　　　一平　　松　　　　闊一

　構造』，西田春彦他「社会調査の理論と技法」，川島出版，近刊。

2）田中熊次郎「ソシオメトリーの理論と方法」明治図書，1974，148～153頁。

3）田中熊次郎，前掲書，154～157頁。

　　　　　　　　　　　　　　1・仮定と分析手続

　われわれの分析に入る前に，まず，sociometryによる構造マトリックスを扱うばあい

のわれわれの分析の前提となる仮定を，従来のsociometry分析と対比させながら述べ

ておく。

　1）選択・排斥・無関心という個人間の関係およびそれにもとつくsubgroupの形成の

　　説明に・その関係の臨接性（adjacency）概念のみでなく，その到達可能性（reach．

　　ablity）と距離（distance）の概念を導入する。たとえば，選択，排斥いずれにおい

　　ても・個人A・B・C間にA→B，B→Cの関係があるばあい，臨接概念による直接

　　A→Cの関係が存在しなくても，到達可能性概念により，AはBを通して，結果とし

　　てCを選択（排斥）していると考える。ただしこのばあい，AとCは距離（あるいは

　　ステップ）2で到達可能であるとする。したがって，ある集団のsubgroupは，臨

　　接性による相互選択により形成されるではなく，相互に到達可能な個人の集合から成

　　るものとする1）。

　2）排斥（あるいは被排斥）の扱い方に関するものである。CRSおよびIsssで代表

　　される指数の求め方からも明らかなように，従来のsociometyにおいては，排斥

　　（被排斥）関係は，個人の相互関係およびその集合である集団にとって，つねに負（マ

　　イナス）の要因と考えられている。たしかに，集団のbalanceを考えるばあい，この

　　考え方は妥当するであろう2）。しかし，個人間の結びつきとそれにもとつくsubgroup

　　の形成を考えるばあい，排斥がその集団にとって，つねに負の要因，つまり集団を分

　　裂に導く要因であるわけではない。関係あるいは結びつきのないことを意味する無関

　　心に対して，排斥は，相手が自分に対して何らかの影響力をもつために，それに対し

　　て反発反感を感ずるばあいの行為である。この点であれわれは，排斥という行為が

　　選択による親密，親和とは逆の意味においてではあるが，個人を結びつけるものと考

　　える。かくて，個人の結びつきに関して，無関心に0を，選択，排斥にそれぞれ1を

　　与える。したがって，排斥関係において相互に到達可能な諸個人も，選択関係におい

　　て相互に到達可能な諸個人と同じ重さで，このsubgroupの形成に関与していると考

　　える3）。

　この2つの仮定のもとに，われわれはつぎのような分折手続をおこなう。

　まず，図1，図2で示される各時点ごとの「構造マトリックス」より，被選択関係，被

排斥関係それぞれの臨接行列をつくる。臨接行列から，行列演算により到達行列，連結行

列，距離行列を求める。連結行列をもとにして，強成分よりなるsubgroupを求め，この

subgroup間の関係から凝縮グラフ（condensed　graph）を描く4）。これらの行列演算の

ための計算機プログラムは，本稿の付録に掲載した。この手続を選択関係，排斥関係両方

についておこない，これを重ねあわせることにより，2時点におげるそれぞれの集団の有

力なsubgroupを見いだし，それと他のsubgroupとの関係をさぐる。
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注

1）　reachabilityの概念は，グラフ理論においてはfamiliarな概念であるカ㍉社会科学とくに

社会学心理学ではなじみの薄い概念である。とくに，選択および排斥関係におい℃臨接性に

　もとつく相互選択という緊密な結びつきからなるsubgroupに対し℃距離i　m（m≦隅n；集
　団の全個数）以内で相互に到達可能な個人からなるsubgroupを考えることが　集団構造解明
　のための分析用具として，どの程度有効かについては今後多くの社会事象への適用の中で，検討

　されるべきであろう。

2）集団構造のbalanceの問題については，有向符号グラフ（signed　digraPh）の概念が有効

　であろう。詳細は以下を参照せよ。
　　Harary，　F．　et　al．，　op．　cit．，　pp．339－361．

　　Flament，　C，　op．　cit．，　pp．89－12ぴ前掲訳，111～158頁。

3）　この仮定はグラフ理論を適用するばあいの実際上の要請からきている。すなわち，現在のグラ

　フ理論では，その扱えるカテゴリーは通常2（1と0）であるため，この事例のように，2以上

　のカテゴリーを扱うばあい，こういった仮定が必要となろう。たしかに，選汎無関心排斥に

　それぞれ1，0，－1を与え，この集団の全体のbalanceを考える方法もある帖本稿ではこ
　れをとらなかった。私はむしろ，本稿の分析によってみつけられたsubgroupについ乙新た

　めてbalance理論を適用することの方がbetterであろうと考える。
4）　グラフと行列および上に掲げた行列の求め方については以下を参照せよ。
　　Harary，　F．，　et　a1．，　oP．　cit．，　PP．110－15＆

　　拙稿前掲「定向グラフと集団構造」2・グラフと行列，3・ソシオメトリーに基づく事例。
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図3　　被選択関係の臨接行列（1963・10）
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図4　　被排斥関係の臨接行列（1963．10）

2．事　　例　　分　　析

　2．1．1963年10月のばあい

　図1より，被選択関係，被排斥関係を分けて，それぞれの臨接行列をつくると，図3，

図4となる。このそれぞれから，付録に示した計算機プログラムにより，分析手続で示し

た各行列を計算する。紙数の関係で，被選択関係に関する距離行列および連結行列のみを

掲載しておく。これは図5，図6のとおりである。これより選択関係に関する凝縮グラフ

を描くと図7となる。ただ，これまでの個人間の関係はすべて被選択に注目されてきた

が，この凝縮グラフでは選択関係に直して描かれている。被排斥関係についても図4より

同じ計算をおこなうと・結局・図8で示される凝縮グラフが得られる。ここでもsubgroup

間の関係は，被排斥ではなく排斥関係で示されている。

　図7，図8から明らかなように，選択関係排斥関係のいずれにおいても，成員数の多

い・したがって影…響力の強い・有力な1つのsubgroupが存在し，他はほとんど単独点と

して存在していることがみいだせる。そこでわれわれは，仮定2）にしたがい，この両関

係を重ねあわせる。すなわち・同時に，相互に選択，排斥しあう最も有力なsubgroup

〔（ST1＝＝51c∩SIR）なるSτ、〕を求め，それと他のsubgroupとの関係を明らかにしようと
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するものである。これは図9によって示される。ただしここでは，S。、を中心とした関係

のみが示され，他のsubgmup（ほとんど単独の個人）間の関係は除かれている。

　図9から明らかなように，3T、は全集団の半数に近い18人のメソバーから構成され，

とくに注目すべきことは，このsubgroupが他のsu．bgroup（ほとんど単独の個人とし

て存在する）のほとんどすべてから，最小の距離1で選択および排斥されているという点
　　　　　　　　　　B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G　　　　　　　　　　　　　　B　　B　　B

である1｝。わずかに，2からの排斥関係の欠如，選択関係で31，排斥関係で1α3，20か

らの最小の距離2という例外があるにすぎない。かくて，この集団は，Sr、という強力な，

大きなsubgr◎upを中心にして，他のほとんど単独の個人がSア、と強いつながりをもちな

がらその周囲に群がっているのがみられる。

　つぎに，われわれはS。、の内部に目を向けてみよう。このsubgroupを構成する18人

のメンバーは，それぞれその中でいかなる位置を占めているのであろうか？5τ、内部の

各個人間の距離がわれわれに示唆を与えてくれる。選択関係については，図5に示された

距離行列より，ST、内の18人相互の距離を示す行列をつくる。ぱ、を個人間の距離とし，
　　　　　　　　　　　Σ4、，
α∈Σ4g∫とすると，δ、一巳一は相対的申心性（relative　centrality）を示す2）。同じよ
　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　αε

うにして，排斥関係の相対的中心性をδ，とし，／礪により，∫τ、内の各点について相

対的申心性指数を計算した。この距離行列と中心牲指数は図10のとおりである。この中

B　　　　　　　　ζ3　　　　　　G　　　　G　　　B　　B　　8　GB　G　B8
181416041921　1509233940342531　41352942332632272838361011　170103122207302008372405130602
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図5　　被選択関係の距離行列（1963・工0）
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図6　　被選択関係の連結行列（1963．10）

S2c

B13

B2　　　SIC　　B6

Slc－
o長，14，16，4，19，21，159，23，£，40，34，25，31，41，35，29，42，33，26β2，

　　　27，28，38，36，晶，11，17，1，3，12，22，品，8｝

S・c－
o嘉，24｝

図7　選択関係の凝縮グラフ（1963．10）

心性の高い方から，各点をつぎのように順位づけて並べることができる。

　　　5・、一（』，9，繊裁Ω，2、，4，7，、9，、6，品4、，28，売，、7，品）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　　B
ところで，孤立児に注目すると，13，2に・っいては，われわれのばあいにも，確かに孤立
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　していると考えられる。しかしそ

　　B3　　　　　　　　　B13　　　　　　　れは，　有力なsubgr◎upと距離i

　　　　　　G40　B14　　　　　　　　　　1で関係しているため，まったく

　B18　G39　　G31　　　響立しているわけでセまない・また
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6は相互に排斥されるS、。に属
　　　　　　　　　　　　　　B2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，有力subgmupと距離1で

G3・　　S1，　　　G25　関係しているという点で，これ‖ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もはや孤立児とは言えないようで

　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　　　　ある。6と同じことは問題児と

G29　　B1　　　　　されたξにっいても言えるよう　　　　　，

　　　　　　　　　　　　である。

　　　　B10　Bll　B20　G42　　　　　　　　　　　こうしてわれわれは・臨接性概

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　念にもとついた相互選択という基
S凶㍍2蹴昆4蹴2郷品1a2謡24R56｝準での・ubg・・up・間の関係悶

顕暇｝　　　　　　　：鴎ご裏㌶竃㌶莞‡
　　　図8　排斥関係の凝縮グラフ（196a　10）　　　　　とらえたばあいの，有力なsub－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　group∫τ1を中心としたある潜在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的な関係を対置しえたと考える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．2．1964年3月のばあい

　　　　　　　　　　1814G39　　　　　　　　　　同じ学級集団について，一学期

／’ ｪ＼2｛lll／／G4°G25　間をおいてなされた・・ci・m・t・i・

lG・4－一；こ・ぐ翻ノ／Z，G31　t・stの結輪すでr2で示

漂一一一ミ§ST㌘一2・　さ輪図2より・2エのばあし’
’＼ξ芝：パ＝＝二＝二　　　1　’一㌔　　　　　　　　と同じ手続で，被選択関係，被排

・・一一一　一 G2，、き＼G42　　斥関係に分けて雛行列をつくる
，，　B2・／〃ll’＼＼G33　　と，図11，図12となる．付鍬こ
　　　　　　…B，／、ぱ1・G32　　臓された織プ・一こよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る計算の結果，結局それぞれの凝
S・1一 ﾕ眠滅4脚ぴ聯轟2⇒　 縮グラ凧図・a図・4で示さ
○漣蝦係で相互酬割能な人の鈴　　れるとおりである・さらに・この
［コ、排斥関係で相互に到割能な人の齢　　それぞれの繍グラフから得られ

　→：選択　　　　　　　　　　　　　　　　た集合5！・・と集合5己の交わり

　＿：排斥　　　　　　　　　　　　　　　　　（S1，∩β1R）を求め・これをST2と

S・最縮力な・ub官・up（○と£コの共翻分）　する・5・・と他のsubg「°upとの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関係は図15のとおりである。
　　　図9　有力subgroup　3T1と他の
　　　　　subgroupとの関係（1963．10）　　　　　　この時点の事例においても・全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集団の約半数の19人のメソバー
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図10　ST1内での被選択関係の距離行列と

　　　中心性指数（1963，1の
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図11　被選択関係の臨接行列（1964・3）
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　　　　　　　　　　　　図12　被排斥関係の臨接行列（1964・3）

からなる最も有力なsubgroup

ST2があらわれ，これはまた，他　　　　　　B6
のほとんどすべてのsubgr◎up

（すべて単独の個人）から，最小

の距離1で選択および排斥されて
　　　　　　　　B　B　G　B
いる・ただ，18・15・35・21からの　　G35　　Slc，　G37
　　　　　　　B　《》　G
排斥の欠如，6，42，38からの選択

㌘最小の…という例外があるS・・一｛長，聯卿41∪8，乳▲札27，3538，3S』，1，22，16，

ぽ㌶亘蕊覧灘　㍍島3嚇卿3轟錨4｝
の移動はみられるが，やはり，大　　　　　図13選択関係の凝縮グラフ（1964・3）

きな中心的なsubgrOUPに対し

て，単独の個人が強いつながりをもちつつこれをとり巻いている，という構造がみられ

る。前の時点での事例と同じように，この有力subgr◎up　S巧の内部での個人の位置に注

目し，各個人の中心性指数を計算すると，ST2は中心性の高い方から，つぎのような順位

で並ぶ個人の集合からなることが明らかとなる。すなわち
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㌧十2α、。＆、94、珊嬬27疏3鵬3L39§）

　ところで，6，』，必晶は単独で存在し，選択関係だけでは孤立していると言えるが，

選択，排斥関係でSηと最小の距離1で結びついているため，完全に孤立しているとは言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えない。　ところが，35はSr2と
　　　　　　　　　　　　　　㊥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選択関係で最小の距離1にはある
　　　　G35　B22G28B18B17　　　が，2つの繍グラフを考慮に入

　　　　　　　　　　　　　　　　B15　　　　　　れると，ある意味では孤立の状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　B14　　　　　にあると判断できよう。さらに，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　G42　　　　　　　　　　　　　　　問題児とされた5は，ここでは

G32　S1，　　G29　もはや単独に存在するのではな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く，最も大きな，有力subg拓upで
　G41　　　　　　　　　　　　　　　　　G38
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある51T2のメソバーとなっている。

G25　　　　　　　　　　　　　B1　　　　　　2．5　両事例の比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．1．，2．2．の分析において，こ
　　　Bll　G26　G34　B13　　　の学糠団の鵠点ごとのある潜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在的な構造とも呼ぶべきものが明

S⇒£蹴ぷ3▲1既品3L39▲露37｝らかにされ舗ここでは，この

　　　図14排礪係の繍グラフ（、964．3）　　2願にわたる構造をぱし・い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かなる変化がみられるかを考察す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。まず集団全体から言えば，図

　　　　　　　　　BI　lG29、　　　　　　　9，図15で明らかなように，集

／諭蝉＼i〃，・・　　団の錨成員の半雛近いメンバ
BI　　　l ，　G42

／G24．．；；；≦　　’　B21　　も強いsubg「°up　S・・およびぶ・・

／・・一ヨ、ミS＼∫’・’・’ζ／G38　　｛からなる規模な，醗力の最

lG37＿二≡T2こ、B1　　輻こ・多く蝉獅個人が近唖離
＼＿一’一　　　　　　　　　　　，’

　　　　　　　〆ノ！　　タノ

G35　　B11’，／膓
　　　　　　G32’　膓

　　　　　　　　G26　G

、、＼＼、’ a22　　　　　　で群がっている状態がみられる。
1　　㌔　　　＼　　　　、

i’、＼B1　　　　　　　この点では2時点を通じて大きな
エ　　　　ら

41G25　G34 @　　　　　　　変化はみられない。

蹄1α1嚇3▲12』昆4｝　ぷ鴎灘蕊
　○：選択関係で相互に到達可能な集合　　　　　　　に個人の移動を追ってみよう。2

　仁〕：排斥関係で相互に到達可能な集合　　　　　　　時点を通じて中心となるsub－

　→：選択
＿：排斥　　　　　　　　9「卿嶋しているメンバー曝
嚇：最鮪力麺b・・蝋○娼との共通齢）　合つまり（5・・∩5・・）を考える

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（このばあい，明らかに5。、∩57、×
　　図15有力subgroup　572と他のsub雛ouρ
　　　　　との関係（1964・3）　　　　　　　　　　φである）。この2つの集合の交
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わりを5・とすると・5・は｛ぷ、纏a晶3a飢8｝であらわされる．男蜘きこ

みると，男子8人，女子2人と圧倒的に男子が多い。　さらに，5「Kを構成するメンバーの

集団内での中心性にもとつく位置を調べると，両時点を通じて，ほとんど上位から中位ま

でに位置していることが判明する。したがって，∫κはこの学級集団の2時点を通じての

潜在的な中心的核を構成していると言えよう。

　この核となるSKを中心に，2時点間のメンバーの移動を，各有力subgrOUP内での

位置と関連させて述べるとつぎのようになる。まず，∫。、から離れるメンバーに目を向け

ると，集合品、と集合5乃の差集合（Sガー5ゆを構成するメンバーのうちで，5ち内で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　ロ　　　

比較的中心に近い位置にいた34，22，21と，中心から離れていた41，28，17，26は，　それ

ぞれ単独で，新たな有力subgroup　8T、に距離1で結びつくようになっている。　ところ
　　　
が，35はS欠、において相当高い中心性をもっていたにもかかわらず，ほとんど孤立した

状態へと飛びだしている。つぎに，S乃に新たに加わったメソバー，つまり集合S乃と集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ合∫。、の差集合（8τ2－∫。1）に注目する。3τ、に対して単独で強い関係をもっていた5，
ヨ　　　ロ

勿ぼ◎が∫τ2に加わるや，3人ともすぐに，その中で中心的位置を占めるにいたってい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　む　　　　　　　
る。これに対して，同じ5T、に単独で強い関係をもっていた4◎，3◎，33，31，39，3は，新

たに5。、のメンバーに加わってはいるが，その中では周辺部に位置するようになっている。

ところで，有力なsubgroupからまったく離れているわけではないが，2時点を通じて
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　くえ
周辺的位置にいるメソバーとして，6，2，37，24をあげることができる。

　さいごに，S。、，5。、それぞれを構成するメンバーの結びつきの強さ，言い換えれば，各

subgroupの凝集性（cohesiveness）が問われねばならないだろう。しかし，この点に

ついては，ここでは割愛する3｝。

注

ユ）被選択，被排斥関係の距離行列より，各単独点から3τ、への最小の距離を計算した。
2）　　壬larary，　F．　et　a茎。，　◎p．　cit．，　p．　188．

3）われわれのばあい，5T1および∫r2は，選択，排斥関係それぞれの強連結成分の共通部分と
　いう性格をもつこと，さらには，グラフ理論での点およびi線の除去に関連した連結性度数をしら

　べるためには，∫T1，8T2を中心にした，全集団に及ぶ個人間の結びつきを1つ，1つ追ってい
　く必要があること，等の制約のため，集団の凝集性についてはここでは割愛した。これはまた別

　の機会に考察したい。ただ，従来のソシオメトリーにおいて，集団凝集性をあらわすindexは

　多く開発されているが，これをわれわれの分析に，単純に適用することはできない。

お　　わ　　り　　に

　われわれは，sociometric　dataの分析にさいし，かなり強引とも思える条件を設定す

ることから出発した。臨接性に対して到達可能性と距離の概念を導入し，排斥関係が集団

構成につねに負の方向に働く，つまり分裂要因になる，と考えるのではなく，集団内の人

間を結びつけ，subgroupを形成させる要因として，選択関係と排斥関係は，無関心の関

係に対時して，同次元，同方向に働くものと仮定した。この2つの仮定が，現実の人間行

動および集団行動とどれほど照合し，予盾するかについては，本稿ではあまり問わなかっ

た。なぜなら，これは，ある集団構造についての1つのmode1を提示することとは別の

課題だからである。
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　われわれは，この2つの仮定のもとで，2時点にわたるsociometricな事例に，グラ

フ理論を適用して分析をおこなった。これにより，われわれは従来のsociometryによる

分析とはある異なる結果を導きだしえたと考える。ただ，われわれの最終的に描き出した

「集団構造」は，あくまでも，上記のかなりきつい制限のついた条件下での，その集団の

ある潜在的な関係を示す下絵（dessin）にすぎない。これは一つのsimulation　model

であり，したがって，これがどの程度，現実の集団の問題を解く鍵になりうるかどうか

は，また別の問題である。

（注）sociometric　testによる2つのデータを借用させていただいた田中心理学研究所所長田中

　熊次郎氏ならびに，グラフ理論に関する計算機プログラムを借用させていただいた神戸大学田

　村正紀助教授に深く感謝申上げます。

付　　　　録

計算機プログラム

　　　DIMENSION　A（44，44，，　8（44，44》
　　　INTEGER　A，B，C，D，X，Y
　　　READ（5，100）N
　100　F（コRMAT（14）

　　　REi　AD（5，101）《《A（1，J），1ニ1●N），J＝1，N）

　101　FORMAT《421　）
　　　D＝0
1000　D＝D◆1

　　　Cニ0
　　　1＝0
1001　1＝1◆ユ

　　　J＝0
1002　J＝J◇1
　　　1F（A《1，J）●NE●D）　GO　TO　IOO6

　　　X＝J
　　　Yニ0
1003　Y＝Y◇1
　　　1F（A（X，Y）●EO・1）　GO　丁0　1004

　　　GO　TO　IOO5
1004　1F（A（1，Y）．NE●0）　GO　TO　1005
　　　1F《1・EQ・Y）　GO　TO　10Q5
　　A（1，Y》＝D＋1
　　C＝C◇1
1005　1F《Y●NE●N）　GO　TO　1003
1006　1F（J●NE●N）　GO　丁0　1002
　　　1F（1●NE●N｝　GO　TO　1001
　　1F《C●NE●0）　（…io　丁0　1QOO

　　WRITE《6，200）
200　FσR卜4A丁（1H1，25X皇15HDISτANCE　MATRIXノノノノ！）

　　WRITE（6，201》D
201　FORHA丁（1H　，25X，　6HMAXIMU卜4　DISTANC丘，13！！！）

　　CALL　PRII司（N，A）
　　WRITE（6，202）



集団構造のモデル　　　　　　　　　　　　　　　　ユ5

2◎2　F◎RMAτ《1H　gノノ〆ノノ，

　　　，D◎，10　《＝1gN

　　　DO　10　J＝1，N
　　　IF【Aζ15」］一ユ8Gε功Q3A《．1・」）謬1

　　　1F《1●EQ●J）　A（1，J）＝1

　1Ω　c◎NTユNU二

　　　WRITE《6，203）
203　FORMAT（1H，　g25X阜19H雄ACHA．Bユ1LI丁Y　凹A丁RIX，11ノノノ戊
　　　CALL　PRI柄ζN，《）
　　　“↓τE‘6．202》

　　　DO　20　1＝1，N
　　　δ爵．20　」＝ユ●N

　　　B《1，J）cA《1，J）◆↓

　2◎．cONTユ鰻羅ε．

　　　Dd　30　1＝1，N
　　　↓1＃工◆⊥

　　　IP《11●ξQ●N◇1｝　《泌　丁白30

　　　D〔ユ30．」芸工1，，N

　　　x＝A｛1，」）

　　　A｛1gJ）＃A《J●1）
　　　A《Jg1）熔X
　，3◎　C◎NτINUE，

　　　DO　40　1＝1，N
．　　　i）白　4ζ）」＝1皐N

　　　A（1，J）灘A《1，J）◆B《1，」》

　4Ω　CO！WTINU£
　　　b∫RITε《6，204）
204　F◎｝～HAT《1H　の25X●20HCONNεC丁EDNLε55　飼LA丁R．】［X，！！！ノノ》

　　　eALL　董》RI問｛N，A｝

　　　5了口P

　　　εND

　　　su8R◎UTINE　PRIM《N，柄）
　　　DIMENslON　ト4《N，N）
　　　oぐ）　．10　　．］＝1，縫

　　　WRITE《6，200）　（N《1，J），1＝1，N，
20◎　F◎碁～↑4AT｛1H　g4413》

　1◎　c◎NTINUε
　　　　RE丁URN
　　　　εNO

（注）　この計算機プログラムは，田村正紀氏により開発されたものを，恥rt鍛nで書きかえたも

　　　のである。もとのプログラムは，Masanori　Tamura，“A　Structural　Model　of　Per＄onal

　　　Influence　in　the　D輌董fusio口董》roeess◎f　a　New　Pr◇du¢t，，，　An顛1s◇f琉e　School◇f琉e

　　　Busine8s　Admini＄tration，　Kobe　University，1968，　PP．77－95，　ApPendixに掲載され

　　　ている。


